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Abstract

　　The purpose of this study is to clarify the characteristic of the transformation of self-esteem by 

clinical nursing practice of nursing students. The subjects of research are 73 nursing students who 

have enrolled at the Nursing Department of Junior College A in 1999. We have measured nursing 

students with the self-esteem scale（SE-Ⅰscale）three times during the basic nursing education. We 

have obtained valid responses from 42 nursing students（57.5%）．We performed the Friedman test 

and drew multiple-comparison after a factor analysis. 

　　As a result, the significant difference was not examined in the score of self-esteem in all three 

times of measurement. In addition, as for the score of "the factor about anxiety in the towards other 

people scene", the significant difference was not examined like the self-esteem score, but the score 

of the factor became higher slowly. These results suggested that the students mind the evaluation 

from another person, but they could have confidence relation with the others during clinical nursing 

practice.

　　In addition, the significant difference was not examined in the transformation of the self-esteem 

score that I examined according to self-esteem group either, but the students of the low group of self 

esteem became higher slowly, and, as for the students of the self esteem high group became lower 

slowly. These results provided suggestion that clinical nursing practice have the process that kept self-

esteem a moderate standard. 
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Ⅰ．緒言

　看護基礎教育において臨地実習は、看護実践能力の

育成に不可欠である。学生は臨地実習において「看護

する喜びや難しさとともに、自己の新たな発見を実感

し、対象者に対する責任を認識しつつ、看護の特質を

理解し学習を深めていく」（看護学教育の在り方に関

する検討会，2002，p.20）。そして学生はこの過程を

通して大きく成長していく。

　一方、臨地実習をおこなう学生の多くは青年期にあ

り、アイデンティティの確立という自我の発達課題を

有しており、精神的な葛藤や不安を抱え、自尊感情は

ゆらぎながら、変化しつつ人格的な成熟へと向かう時

期である。

　自尊感情は、「人間の社会的行動、例えば他者の表

出に対する反応、社会的参加を規定する重要な要因」

（遠藤，1981，p.64）と考えられている。マズローは

自尊感情を人間の基本的欲求に位置づけており、す

べての人は、安定した自己尊重あるいは自己尊敬の要

求をもつと考えた。また梶田は「自尊心とは、自分自

身を基本的に価値あるものとする感覚であり、心理的

な土台として不可欠で、これを十分に持たないまま生

きていくことは困難である」（梶田，2002，pp.94-97）

としている。このようなことから、筆者らは学生が実

習を通して看護者としての喜びにふれ、看護の意義を

体得し成長するためには、学生の自尊感情が適度なレ

ベルで安定していることが望ましいと考えた。

　看護学生の自尊感情（self-esteem、以後SEと略す）

に関する先行研究では、臨地実習前後のSEの変化に関

する研究報告が多くみられ、菅野らは実習前後の比較

において実習後にSEが有意に高く、またSEと実習満

足感との間には有意な相関があることを明らかにした

（菅野ら，1997，pp.129-131）。また片岡らや福田らは、

精神看護学実習前後のSEの変化とコミュニケーション

や学習課題達成感との関連について報告しており、精

神看護学実習前後の比較では実習後にSEが有意に高

く、患者とのコミュニケーションがはかれたと自覚し

ている学生や学習課題達成感が高い学生は、精神看護

学実習後にSEが有意に高いことを明らかにしている

（片岡ら，1999，pp.55-66；福田ら，2000，pp.24-26）。

さらにSEと患者－学生関係に関する研究では、学生の

自尊感情の程度により患者－学生関係の成立のプロセ

スに差があるという報告がみられる（梶谷ら，1996，

pp.133-143）。また酒井は自己教育力に関連する要因

としてSEに注目しており、SEの高い学生は自己教育

力が高いことなどを明らかにしている（酒井，2000，

pp.113-128）。このように看護学生のSEに関する先行

研究では、ある特定の領域における臨地実習前後のSE

の変化に関するものが多くみられるが、基礎看護学実

習から各領域実習までを含めた各時期においてSEの

変化を縦断的に調査し研究したものは少ない。

　看護基礎教育において臨地実習は必要不可欠な位置

づけとなっているが、人格的な成熟への地固めの時期

にある看護学生にとって、患者との出会いや臨地実習

指導者をはじめ病院スタッフとの出会いの意味は大き

い反面、今までに経験したことがない多種多様なスト

レスに遭遇し、精神的なゆらぎが大きく不安定になり

やすいことも事実であろう。

　本研究では、臨地実習をおこなう看護学生の自尊感

情は適度なレベルで安定していることが望ましいとの

前提に立ち、看護学生のSEの変化の特徴を明らかに

することを目的に、臨地実習の各時期にSEを測定し、

縦断的研究をおこなった。この研究により看護基礎教

育や臨地実習における学生理解や学生指導の重要な示

唆が得られるものと考える。

Ⅱ．方法

Ａ．対象

　調査対象は、1999年にＡ看護短期大学に入学した学

要旨

　本研究の目的は、臨地実習をおこなう看護学生の自尊感情（SE）の変化の特徴を明らかにすることで

ある。調査対象は1999年にＡ看護短期大学に入学した学生73名である。自尊感情測定（SE-Ⅰ型式尺度）

は３回おこない、３回ともに有効回答が得られた42名（57.5%）を分析対象とし、因子分析後にFriedman

検定および多重比較をおこなった。

　その結果、SE得点は各測定時期において有意差はみられなかった。また「対人場面における不安に関

する因子」についても、同様に有意差はみられなかったが、徐々に得点が高くなる傾向がみられた。この

ことから、学生は実習を通して、他者からの評価を気にしながらも、対人場面における対応に自信をもつ

ことができるような変化がみられることが示唆された。

　またSE群別にみたSE得点の変化においても有意差はみられなかったが、SE低群の学生は徐々にSEが高

くなり、SE高群の学生は徐々にSEが低くなる傾向がみられた。このことから臨地実習は、SEを適度な水

準に保つ過程を有することが示唆された。
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生73名である。SEの測定は計３回おこなった。各測

定時期は、１回目：２年次基礎看護学実習前（以後１

回目と略す）、２回目：２年次基礎看護学実習後（以

後２回目と略す）、３回目：３年次領域実習後（以後

３回目と略す）である。１回目および２回目の測定時

期については、基礎看護学実習は１年次でおこなう見

学実習とは異なり、看護学生にとってはじめての本格

的な臨地実習となることを考慮し選択した。また３回

目の測定時期は、各領域実習開始前についても検討し

たが、グループ編成による領域実習では、それぞれの

ローテーションが異なることの影響を考慮し、各領域

実習がすべて終了した時点での測定時期を選択した。

なお本研究では３回ともに有効回答の得られた42名

（57.5%）を分析対象とした。

Ｂ．調査期間

　調査期間は2000年11月～2002年１月である。

Ｃ．調査方法

　１．SE-Ⅰ型式尺度

　SEの測定は、遠藤らの開発したSE-Ⅰ型式の尺度（遠

藤，1981，pp.70-74）を用いた。この尺度は、SEを社

会的適応との関係でとらえたジャニスとフィールド

（Janis,I.L.&Field,P.B.,1959）の作成したSE測定尺度（①

不適切の感情、②社会的禁止、③テスト不安）のうち、

「不適切な感情」を測定する23項目を取り出して作成

されたものである。この尺度は、大学生に対して調査

され、信頼性と妥当性が検証されている。

　尺度の使用にあたっては、手続きとして尺度開発の

共同研究者に文書により尺度使用の許可を得た。SE-

Ⅰ型式は、“非常にしばしば感じる”（１点）、“かなり

しばしば感じる”（２点）、“時々感じる”（３点）、“た

まに感じる”（４点）、“ほとんど全く感じない”（５点）

の5段階のリッカート尺度である。しかし本研究に先

立ち、対象学生以外の一部在校生に対してパイロット

スタディを実施したところ、“時々感じる”と“たま

に感じる”の判断が難しいという問題がみられたため、

研究者間で検討をおこなった。その結果、本研究では

“時々感じる”と“たまに感じる”を“たまに感じる”

として、４段階のリッカート尺度として用いることに

した。SE-Ⅰ型式は得点が高いほど自尊感情が高いこ

とを示す（得点範囲23～92点）。なお質問項目２，３，７

は逆転項目である。

　２．SE-Ⅰ型式尺度の信頼性及び妥当性の検討－因

子分析（表１）

　本研究では、遠藤らの開発したSE-Ⅰ型式の尺度（遠

藤，1981，pp.70-74）を用いているが、パイロットス

タディ後に５段階から４段階へリッカート尺度の変更

をおこなったため、尺度の信頼性及び妥当性の検討の

ため因子分析をおこない、クロンバックのα係数の算

出、及び各因子間の相関の確認をおこなった。

　遠藤らの研究では「他者からの評価を気にする程

度」、「自己の価値観」、「社会的場面における不安」、「劣

等感に関する因子」の４因子が抽出されている（遠藤，

1981，pp.70-74；遠藤ら，1992，pp.26-36）。本研究で

はSE測定を３回おこなっているため、分析対象者42

名を延べ126名と考え、主因子法、バリマックス回転

による因子分析をおこなった。因子分析における因子

数の決定は、固有値が１よりも大きい因子とした。そ

の結果５因子が抽出されたが、一部因子の解釈が困難

であったため、累積寄与率、クロンバックのα係数を

確認しながら抽出因子数４の場合に最も因子の解釈が

しやすいと判断した。

　第１因子は、「他の人があなたのことをどのように

考えているかということが、あなたはどのくらい気に

なりますか」、「あなたは、あなたの仕事ぶりや成績を

審査する立場にある人の批評をどのくらい気にします

か」など12項目からなり、「他者からの評価に関する

因子」とした。第１因子を構成する12項目のうち、問４，

14，17の３項目は因子負荷量が0.4以下である。一般に、

「各因子ごとに、回転後の因子負荷量の値が0.4以上の

質問項目がその因子を構成する質問項目であるとみな

すと、因子がどのような概念を表すものなのかを解釈

することが容易になる」（土田，1994，p.144）とされ

ているが、因子負荷量の値を0.35とする考え（田中，

1996，p.242）や、0.4ないし0.3とする考え（D.F.ポー

リットら，1994，p.335）もあり、基準に対する考え

はさまざまである。本研究では、因子負荷量が0.4以

下の３項目についてはその内容を検討し、第１因子に

因子負荷量の値0.4以下の３項目を含めることとした。

なお、因子の解釈及び命名にあたっては、主に因子負

荷量の値が0.6以上の項目に注目して解釈をおこなっ

た。

　第２因子は、「あなたが知っている大部分の人々に

比べて自分のほうが劣っていると感じるようなことは

ありますか」、「一般に、あなたは自分のいろいろの能

力についてどのくらい自信を持っていますか」など5

項目からなり、「自己の価値観に関する因子」とした。

第3因子は、「あなたは、自分について落胆するあまり、

何がいったい価値あるものだろうと疑いをおぼえるこ

とがありますか」、「あなたは、自己嫌悪をおぼえるこ

と（自分で自分がいやになること）がありますか」の

２項目からなり、「自己概念の不安定さに関する因子」

とした。第4因子は、「あなたは、クラスや自分と同年

輩の人々のグループの前でしゃべらなければならない

とき、心配したり、不安に思ったりしますか」、「人と

一緒にいるとき、あなたはどんなことを話題にしたら

よいかについて困りますか」など4項目からなり、「対

人場面における不安に関する因子」とした。
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　因子分析により抽出された４因子の累積寄与率は

46.33％、KMO値（標本妥当性測度）は0.84であった。

クロンバックのα係数は第１因子0.87、第２因子0.79、

第３因子0.77、第４因子0.71であった。因子間内の相

関（Pearsonの相関係数）では、すべての因子間にお

いて有意な正の相関がみられた（表２）。

　３．分析方法

　分析方法は、SE-Ⅰ型式全体、各因子および各項目

についてFriedman検定、ボンフェローニの不等式を

利用した多重比較（石村，2006，pp.80-85）をおこな

った。ノンパラメトリック検定の多重比較については、

「反復測定によるデータや経時測定データの場合、テ

第１因子 第２因子 第３因子 第４因子

第１因子 他者からの評価に関する因子 1.000

第２因子 自己の価値観に関する因子 0.183* 1.000

第３因子 自己概念の不安定さに関する因子 0.402** 0.353** 1.000

第４因子 対人場面における不安に関する因子 0.469** 0.313** 0.193* 1.000

　＊：p＜ 0.05
＊＊：p＜ 0.01

表２．各因子間の関連（Pearsonの相関係数）

KMO値：0.84

質　　　問　　　項　　　目 第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 共通性

第１因子　【他者からの評価に関する因子】

23． 他の人があなたのことをどのように考えているかということが、あなたはどのくらい気になりますか。 0.771 0.001 0.218 0.237 0.698

10． あなたは、あなたの仕事ぶりや成績を審査する立場にある人の批評をどのくらい気にしますか。 0.713 ‐ 0.047 0.127 0.077 0.532

9． あなたは、自分が他の人々とどのくらいうまくやってゆけるかということについて気にしますか。 0.629 0.041 0.040 0.216 0.446

22． あなたの友達や知り合いの中にあなたのことをよく思っていない人がいるかもしれないと考えると
き、あなたはそのことをどのくらい気にしますか。 0.617 ‐ 0.002 0.067 0.145 0.407

15． 他の人々から、あなたが職業や経歴における成功者（または優等生）とみられているか、あるいは失
敗者（または劣等生）とみられているかということについて、あなたは気になりますか。 0.608 ‐ 0.228 0.329 0.137 0.549

19． 他の人が、あなたと一緒にいることを好んでいるかどうかについて、あなたは気にしますか。 0.605 ‐ 0.052 0.165 0.200 0.436

20． あなたは、恥ずかしくてどうにもならないと思うことがありますか。 0.524 0.186 0.134 0.164 0.354

21． 自分の意見に同意しない人々を説得している場合、あなたは自分が相手にどのような印象を与えてい
るかということが気になりますか。 0.517 0.091 0.116 0.303 0.381

11． あなたは、他の人々がすでに集まって話し合っている部屋に自分一人で入っていくような場合、気兼
ねや不安をおぼえますか。 0.506 ‐ 0.021 ‐ 0.041 0.037 0.260

4． あなたは、自分の過誤（ミス）は自分のせいだと感じることがどのくらいありますか。 0.391 0.086 0.239 0.017 0.218

14． 他の人々がみているところで、ゲームやスポーツをやっており、それにぜひ勝とうと思っている場合、
あなたは普通どのくらい取り乱したり、まごついたり（あがったり）しますか。 0.386 ‐ 0.145 0.328 0.380 0.422

17． とんでもないミスやばかにされるような大失敗をしでかしたとき、あなたはどのくらい長くそのこと
を気にしますか。 0.327 0.227 0.024 0.089 0.167

第２因子　【自己の価値観に関する因子】

1． あなたが知っている大部分の人々に比べて自分のほうが劣っていると感じるようなことはあります
か。 0.153 0.707 0.466 0.181 0.773

7． 一般に、あなたは自分のいろいろの能力についてどのくらい自信をもっていますか。 ‐ 0.043 0.695 0.076 0.044 0.493

3． あなたは、自分の知っている人々がいつかはあなたを尊敬の目をもって仰ぎ見る日がくると確信して
いますか。 ‐ 0.087 0.631 ‐ 0.212 ‐ 0.105 0.461

2． あなたは、自分が価値ある人間であると感じていますか。 ‐ 0.005 0.562 0.218 0.257 0.430

8． あなたは、自分にはうまくやれることなど全然ないといった気持ちになることがどのくらいあります
か。 0.186 0.513 0.458 0.242 0.567

第３因子　【自己概念の不安定さに関する因子】

5． あなたは、自分について落胆するあまり、何がいったい価値あるものだろうと疑いをおぼえることが
ありますか。 0.182 0.044 0.786 0.021 0.654

6． あなたは、自己嫌悪をおぼえること（自分で自分がいやになること）がありますか。 0.227 0.205 0.719 0.137 0.629

第４因子　【対人場面における不安に関する因子】

13． あなたは、クラスや自分と同年輩の人々のグループの前でしゃべらなければならないとき、心配した
り、不安に思ったりしますか。 0.132 0.149 0.140 0.746 0.617

16． 人と一緒にいるとき、あなたはどんなことを話題にしたらよいかについて困りますか。 0.203 ‐ 0.028 0.103 0.663 0.493

12． あなたは、人前を気にしたり、はにかみをおぼえることがありますか。 0.274 0.151 0.057 0.464 0.317

18． あなたは、初対面の人に会ったとき、時間つぶしに話をするのが難しいですか。 0.244 0.280 ‐ 0.196 0.421 0.354

寄与率（％） 26.26 10.49 5.51 4.07

累積寄与率（％） 26.26 36.75 42.26 46.33

Cronbach's α 0.87 0.79 0.77 0.71

主因子法、バリマックス回転

表１．SE-Ⅰ形式：質問項目（23項目）と因子分析結果
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n=42

質　　　問　　　項　　　目
基礎実習前 基礎実習後 領域実習後

M± SD M± SD M± SD

＊
第１因子　【他者からの評価に関する因子】 23.3 ± 6.1 24.8 ± 6.3 22.8 ± 5.0

23． 他の人があなたのことをどのように考えているかということが、あなたはどのくらい気になりますか。 2.0 ± 0.8 2.1 ± 0.9 1.9 ± 0.6

＊
10． あなたは、あなたの仕事ぶりや成績を審査する立場にある人の批評をどのくらい気にしますか。 1.8 ± 0.7 2.0 ± 0.8 1.8 ± 0.7

9． あなたは、自分が他の人々とどのくらいうまくやってゆけるかということについて気にしますか。 1.7 ± 0.8 2.1 ± 0.8 1.8 ± 0.8

22． あなたの友達や知り合いの中にあなたのことをよく思っていない人がいるかもしれないと考えるとき、あなたはその
ことをどのくらい気にしますか。 2.1 ± 0.9 2.2 ± 0.9 2.1 ± 0.8

＊
15． 他の人々から、あなたが職業や経歴における成功者（または優等生）とみられているか、あるいは失敗者（または劣

等生）とみられているかということについて、あなたは気になりますか。 2.3 ± 0.9 2.6 ± 1.0 2.3 ± 0.7

19． 他の人が、あなたと一緒にいることを好んでいるかどうかについて、あなたは気にしますか。 1.9 ± 0.8 1.9 ± 0.8 1.9 ± 0.7

20． あなたは、恥ずかしくてどうにもならないと思うことがありますか。 2.2 ± 0.8 2.4 ± 0.8 2.2 ± 0.8

21． 自分の意見に同意しない人々を説得している場合、あなたは自分が相手にどのような印象を与えているかということ
が気になりますか。 2.2 ± 0.8 2.3 ± 0.9 2.0 ± 0.7

11． あなたは、他の人々がすでに集まって話し合っている部屋に自分一人で入っていくような場合、気兼ねや不安をおぼ
えますか。 1.5 ± 0.6 1.6 ± 0.7 1.7 ± 0.7

＊
4． あなたは、自分の過誤（ミス）は自分のせいだと感じることがどのくらいありますか。 1.7 ± 0.6 1.7 ± 0.6 1.4 ± 0.5

14． 他の人々がみているところで、ゲームやスポーツをやっており、それにぜひ勝とうと思っている場合、あなたは普通
どのくらい取り乱したり、まごついたり（あがったり）しますか。 2.1 ± 0.8 2.2 ± 0.9 2.0 ± 0.7

17． とんでもないミスやばかにされるような大失敗をしでかしたとき、あなたはどのくらい長くそのことを気にしますか。 1.7 ± 0.8 1.8 ± 0.7 1.8 ± 0.8

第２因子　【自己の価値観に関する因子】 11.4 ± 2.8 11.0 ± 3.1 10.6 ± 2.8

1． あなたが知っている大部分の人々に比べて自分のほうが劣っていると感じるようなことはありますか。 2.1 ± 0.9 2.0 ± 0.9 1.9 ± 0.8

7． 一般に、あなたは自分のいろいろの能力についてどのくらい自信をもっていますか。 2.1 ± 0.7 2.2 ± 0.8 2.2 ± 0.7

3． あなたは、自分の知っている人々がいつかはあなたを尊敬の目をもって仰ぎ見る日がくると確信していますか。 1.9 ± 0.7 1.9 ± 0.8 1.9 ± 0.8

2． あなたは、自分が価値ある人間であると感じていますか。 2.6 ± 0.8 2.4 ± 0.8 2.5 ± 0.8

＊
8． あなたは、自分にはうまくやれることなど全然ないといった気持ちになることがどのくらいありますか。 2.6 ± 0.8 2.6 ± 0.9 2.1 ± 0.8

第３因子　【自己概念の不安定さに関する因子】 4.0 ± 1.7 3.9 ± 1.6 3.4 ± 1.4

5． あなたは、自分について落胆するあまり、何がいったい価値あるものだろうと疑いをおぼえることがありますか。 2.3 ± 1.0 2.2 ± 1.0 2.0 ± 0.9

6． あなたは、自己嫌悪をおぼえること（自分で自分がいやになること）がありますか。 1.7 ± 0.8 1.7 ± 0.7 1.5 ± 0.6

第４因子　【対人場面における不安に関する因子】 8.3 ± 2.4 8.5 ± 2.4 8.8 ± 2.2

13． あなたは、クラスや自分と同年輩の人々のグループの前でしゃべらなければならないとき、心配したり、不安に思っ
たりしますか。 1.9 ± 0.8 1.9 ± 0.9 1.9 ± 0.8

16． 人と一緒にいるとき、あなたはどんなことを話題にしたらよいかについて困りますか。 2.4 ± 0.9 2.5 ± 0.8 2.6 ± 0.8

12． あなたは、人前を気にしたり、はにかみをおぼえることがありますか。 1.8 ± 0.6 1.8 ± 0.7 1.8 ± 0.6

18． あなたは、初対面の人に会ったとき、時間つぶしに話をするのが難しいですか。 2.2 ± 0.8 2.3 ± 0.9 2.4 ± 0.9

合　　　　　　　計 47.0 ± 9.8 48.2 ± 10.3 45.6 ± 7.5

Friedman 検定、多重比較（ボンフェローニの不等式による修正）
　＊：p＜ 0.05

ューキーの方法のようなすべての組み合わせによる多

重比較はあまり意味がない」（石村，2006，p.80）と

いう考え方を参考にし、１回目（基礎実習前）を比較

群として、①１回目と２回目、②１回目と３回目の組

み合わせで多重比較をおこなった。

　群内比較では、SE群別（低群、中群、高群の３群別）

にSE-Ⅰ型式全体、各因子および各項目について同

様の分析をおこなった。なお統計ソフトはSPSS14.0J 

for Windowsを用いた。

Ｄ．用語の定義

　本研究において自尊感情とは「個人の自己の価値

についての知覚である」という遠藤の定義（遠藤，

1981，p.70）を用いる。

Ｅ．倫理的配慮

　対象学生に対しては、研究目的・方法の説明ととも

に、①研究への協力は自由意思であること、②成績と

は無関係であること、③協力の有無により不利益が生

じることはないこと、④本研究の目的以外にはデータ

を使用しないこと、⑤分析の過程においてデータから

個人が特定されないようにすること、⑥データは特定

の場所に保管すること、⑦データ処理終了後はプライ

バシーの保護に十分配慮しデータを処分すること に

ついて口頭と文書で説明し、同意書により承諾を得た。

また対象者の匿名性確保のため調査用紙は無記名とし

たが、３回のSE測定の得点変化をみるために、学籍

番号を利用し、下２桁を用いたナンバリングをおこな

った。無記名とはいえ学籍番号を利用したナンバリン

グであるため、成績とは無関係であることを保障する

ことが必要であることから、調査分析は全調査終了後

におこなうことについて説明をおこない、同意を得た。

Ⅲ．結果

Ａ．各測定時期のSEの得点変化（表３）

　SE-Ⅰ型式全体、各因子および各項目について

Friedman検定、ボンフェローニの不等式を利用した

表３．基礎実習前・基礎実習後・領域実習後のSE-Ⅰ形式の得点結果
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多重比較をおこなった結果、SE-Ⅰ型式の合計得点の

平均値は、１回目47.0±9.8点２回目48.2±10.3点３回

目45.6±7.5点であり、有意差はみられなかった。

　また各因子については、第１因子「他者からの評

価に関する因子」のみ有意差がみられ、１回目23.3±

6.1点２回目24.8±6.3点３回目22.8±5.0点と、２回目

の得点が１回目の得点に比べて有意に高かった（p＜

0.05）。第１因子以外の因子において有意差はみられ

なかったが、第４因子「対人場面における不安に関す

る因子」は、徐々に得点が高くなる傾向がみられた。

　各項目については有意差がみられたのは４項目（問

４，８，10，15）であった。問４「あなたは、自分の

過誤（ミス）を自分のせいだと感じることがどのくら

いありますか」と、問８「あなたは、自分にはうまく

やれることなど全然ないといった気持ちになることが

どのくらいありますか」は、ともに３回目の得点（問

４：1.4±0.5、問８：2.1±0.8）が１回目の得点（問４：

1.7±0.6、問８：2.6±0.8）よりも有意に低かった（p

＜0.05）。

　また問10「あなたは、あなたの仕事ぶりや成績を

審査する立場にある人の批評をどのくらい気にします

か」と、問15「他の人々から、あなたが職業や経歴に

おける成功者（または優等生）とみられているか、あ

るいは失敗者（または劣等生）とみられているかとい

うことについて、あなたは気になりますか」では、２

回目の得点（問10：2.0±0.8、問15：2.6±1.0）が１回

目の得点（問10：1.8±0.7、問15：2.3±0.9）に比べて

有意に高かった（p＜0.05）。問10問15はともに「他者

からの評価に関する因子」を構成する項目であるが、

この因子を構成する他の10項目すべてにおいて、２回

目の得点が１回目に比べて高い傾向がみられた。

Ｂ．SE群別にみた各測定時期のSEの得点変化（表４）

　基礎看護学実習前（１回目）のSE-Ⅰ型式の合計得

点の平均値±標準偏差により、SE低群、SE中群、SE

高群の３群に群別し、群毎のSE-Ⅰ型式全体、各因子

および各項目の得点変化をみた。

　SE低群６名は、１回目合計得点33.3±3.4点２回目

34.5±7.9点３回目37.8±7.2点であり有意差はみられな

かったが、１回目２回目３回目と経過するにつれて得

点は高くなる傾向がみられた。各因子及び各項目にお

いて有意差がみられたものはなかった。

　SE中群27名は、１回目合計得点45.0±4.7点２回目

46.9±5.8点３回目44.5±5.8点と得点の変化は少なく、

有意差はみられなかった。各因子において有意差がみ

られたのは、第１因子「他者からの評価に関する因子」

が、１回目22.2±3.8点２回目24.1±4.5点３回目22.8±

4.2点であり、２回目の得点が１回目の得点に比べて

有意に高かった（p＜0.05）。各項目において有意差が

みられたのは３項目であり、いずれも「他者からの評

価に関する因子」を構成する項目であった。

　SE高群９名は、１回目合計得点61.9±3.7点２回目

61.4±6.9点３回目54.1±4.2点であり有意差はみられな

かったが、１回目２回目３回目と経過するにつれて得

点は低くなる傾向がみられた。各因子において有意差

がみられたものはなく、各項目において有意差がみら

れたのは問８のみであり、３回目の得点が１回目より

も有意に低かった（p＜0.05）。

Ⅳ．考察

Ａ．各測定時期のSEの得点変化

　SE-Ⅰ型式の合計得点は、各測定時期により有意

な差はみられず、RosenbergのSE尺度（10項目）を

使用した菅野らの先行研究の結果（菅野ら，1997，

pp.129-131）との相違がみられた（表３）。

　菅は、RosenbergのSE尺度とSE-Ⅰ型式尺度の原型

であるJanisらの尺度との高い相関関係について報告

している（菅，1984，pp.21-27）。これらよりSE-Ⅰ型

式を使用した本研究においても各測定時期によりSE

は変化すると考えたが、得点の有意な変化はみられな

かった。これについては本研究における因子分析では、

「他者からの評価に関する因子」を構成する項目が12

項目と多く、対象者の「看護学生」という立場、及び

他者評価を必ずともなう実習を通しての調査であるこ

とがかなり影響したのではないかと考察する。また多

くの先行研究では、ある特定の領域における臨地実習

前後のSE測定がおこなわれているが、本研究の調査

は２年次～３年次にかけての長期間にわたるものであ

ることから、臨地実習によるSEの変化のみを抽出す

ることが難しく、結果としてSEの有意な変化に結び

つかなかったと考える。

　各因子の得点に有意差がみられたのは、第１因子「他

者からの評価に関する因子」のみであり、基礎看護学

実習後の得点が基礎看護学実習前に比べて有意に高か

った（表３）。また各項目の得点に有意差がみられた

４項目のうち、問10「あなたは、あなたの仕事ぶりや

成績を審査する立場にある人の批評をどのくらい気に

しますか」と、問15「他の人々から、あなたが職業や

経歴における成功者（または優等生）とみられている

か、あるいは失敗者（または劣等生）とみられている

かということについて、あなたは気になりますか」の

２項目は、第１因子「他者からの評価に関する因子」

を構成する項目であり、いずれも基礎看護学実習後の

得点が基礎看護学実習前に比べて有意に高かった。そ

してこの因子を構成するその他の10項目の得点につい

ても基礎看護学実習後の得点が高い傾向がみられた。

これらのことより基礎看護学実習は、学生にとって患

者とかかわるはじめての本格的な実習であるが、学生

は臨地実習指導者や教員の評価を気にしすぎることな
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く、実習に取り組むことが出来ていたのではないかと

推察する。またはじめての本格的な実習を終えた達成

感が、基礎看護学実習後の得点の高さに反映されたの

ではないだろうか。

　問４「あなたは、自分の過誤（ミス）を自分のせい

だと感じることがどのくらいありますか」と、問８「あ

なたは、自分にはうまくやれることなど全然ないと

いった気持ちになることがどのくらいありますか」の

２項目は、領域実習後の得点が基礎看護学実習前より

も有意に低かった。これは、基礎看護学実習に比べて

長期間にわたる各領域の実習では、学生が主体的に考

え行動することが次第に多くなることや、「自分の能

力の不確かさを誰よりも痛感している」（中西，1983，

pp.63-66）学生の傾向が反映されたのではないかと考

える。

　第４因子「対人場面における不安に関する因子」は、

各測定時期において有意差はみられなかったが、１

回目２回目よりも３回目の得点が高かった。また全23

項目のうち、３回目の得点が高かった３項目（問11，

16，18）のなかで、問16「人と一緒にいるとき、あ

なたはどんなことを話題にしたらよいかについて困り

ますか」、問18「あなたは、初対面の人に会ったとき、

質　　　問　　　項　　　目

基礎実習前SE低群 (n=6) 基礎実習前 SE中群 (n=27) 基礎実習前 SE高群 (n=9)

基礎実習前 基礎実習後 領域実習後 基礎実習前 基礎実習後 領域実習後 基礎実習前 基礎実習後 領域実習後

M± SD M± SD M± SD M± SD M± SD M± SD M± SD M± SD M± SD

＊
第１因子　【他者からの評価に関する因子】 16.3±2.9 17.5±5.5 18.3±4.7 22.2±3.8 24.1±4.5 22.8±4.2 31.3±4.8 31.8±5.0 27.3±4.5

23．他の人があなたのことをどのように考えているかということが、
あなたはどのくらい気になりますか。 1.3±0.5 1.3±0.8 1.3±0.5 1.9±0.6 2.0±0.8 1.9±0.5 2.9±0.9 2.9±0.6 2.6±0.5

＊
10．あなたは、あなたの仕事ぶりや成績を審査する立場にある人の

批評をどのくらい気にしますか。 1.2±0.4 1.2±0.4 1.3±0.5 1.7±0.6 2.0±0.6 1.7±0.6 2.4±0.5 2.7±0.9 2.3±0.7

9．あなたは、自分が他の人々とどのくらいうまくやってゆけるか
ということについて気にしますか。 1.3±0.8 1.3±0.5 1.2±0.4 1.6±0.7 2.0±0.7 1.9±0.8 2.4±0.5 2.7±0.9 2.1±0.9

22．あなたの友達や知り合いの中にあなたのことをよく思っていな
い人がいるかもしれないと考えるとき、あなたはそのことをど
のくらい気にしますか。

1.5±0.8 1.3±0.8 1.5±0.5 2.0±0.7 2.1±0.8 2.1±0.8 2.9±1.1 2.9±0.9 2.2±1.0

＊
15．他の人々から、あなたが職業や経歴における成功者（または優

等生）とみられているか、あるいは失敗者（または劣等生）と
みられているかということについて、あなたは気になりますか。

1.7±0.8 1.8±1.2 1.8±0.8 2.2±0.8 2.6±0.9 2.2±0.7 2.9±0.8 3.0±0.7 2.9±0.3

19．他の人が、あなたと一緒にいることを好んでいるかどうかにつ
いて、あなたは気にしますか。 1.0±0.0 1.3±0.8 1.5±0.5 1.8±0.7 1.8±0.7 1.9±0.6 2.8±0.7 2.3±1.0 2.0±0.7

20．あなたは、恥ずかしくてどうにもならないと思うことがありま
すか。 1.7±0.5 2.0±0.6 1.7±0.5 2.1±0.7 2.3±0.8 2.1±0.7 2.8±0.8 3.1±0.6 2.8±0.9

21．自分の意見に同意しない人々を説得している場合、あなたは自
分が相手にどのような印象を与えているかということが気にな
りますか。

1.5±0.5 1.5±0.5 1.7±0.8 2.1±0.7 2.2±0.8 2.0±0.6 3.0±0.7 3.1±0.6 2.3±0.9

11．あなたは、他の人々がすでに集まって話し合っている部屋に自
分一人で入っていくような場合、気兼ねや不安をおぼえますか。 1.2±0.4 1.3±0.5 1.5±0.5 1.5±0.6 1.6±0.6 1.7±0.7 1.9±0.6 1.9±0.8 2.0±0.7

＊
4．あなたは、自分の過誤（ミス）は自分のせいだと感じることが
どのくらいありますか。 1.3±0.5 1.5±0.5 1.7±0.8 1.7±0.6 1.6±0.5 1.3±0.5 2.1±0.6 2.1±0.8 1.6±0.5

14．他の人々がみているところで、ゲームやスポーツをやっており、
それにぜひ勝とうと思っている場合、あなたは普通どのくらい
取り乱したり、まごついたり（あがったり）しますか。

1.3±0.5 1.3±0.5 1.7±0.5 2.0±0.6 2.3±0.8 1.9±0.7 2.9±0.6 2.7±0.9 2.4±0.7

17．とんでもないミスやばかにされるような大失敗をしでかしたと
き、あなたはどのくらい長くそのことを気にしますか。 1.3±0.8 1.5±0.5 1.5±0.8 1.6±0.7 1.7±0.6 1.8±0.7 2.3±0.9 2.4±0.7 2.0±0.9

第２因子　【自己の価値観に関する因子】 9.2±1.5 8.7±1.5 9.8±2.3 10.9±2.1 10.6±2.3 10.2±2.5 14.6±2.9 13.8±4.3 12.2±3.7

1．あなたが知っている大部分の人々に比べて自分のほうが劣って
いると感じるようなことはありますか。 1.3±0.5 1.3±0.5 1.3±0.5 2.0±0.7 1.8±0.8 1.8±0.6 3.2±0.8 2.9±0.9 2.6±1.0

7．一般に、あなたは自分のいろいろの能力についてどのくらい自
信をもっていますか。 1.5±0.8 2.0±1.1 2.3±0.8 2.1±0.5 2.1±0.5 2.2±0.6 2.6±0.7 2.6±1.1 2.3±1.0

3．あなたは、自分の知っている人々がいつかはあなたを尊敬の目
をもって仰ぎ見る日がくると確信していますか。 1.8±0.8 2.0±0.6 2.0±0.9 1.8±0.6 1.8±0.8 1.7±0.8 2.2±0.8 2.0±1.1 2.1±0.9

2．あなたは、自分が価値ある人間であると感じていますか。 2.5±0.8 1.7±0.5 2.3±0.5 2.4±0.7 2.4±0.6 2.3±0.8 3.2±0.7 3.0±0.9 3.0±0.9

＊
8．あなたは、自分にはうまくやれることなど全然ないといった気
持ちになることがどのくらいありますか。 2.0±0.0 1.7±0.8 1.8±0.4 2.5±0.7 2.5±0.8 2.2±0.7 3.3±0.7 3.3±0.7 2.2±1.0

第３因子　【自己概念の不安定さに関する因子】 2.7±0.5 3.0±1.5 2.7±0.8 3.9±1.6 3.7±1.5 3.3±1.3 4.9±1.9 5.1±1.5 4.2±1.7

5．あなたは、自分について落胆するあまり、何がいったい価値あ
るものだろうと疑いをおぼえることがありますか。 1.7±0.5 1.7±1.0 1.5±0.5 2.3±1.0 2.1±1.0 2.0±0.9 2.7±1.2 2.9±0.9 2.2±1.1

6．あなたは、自己嫌悪をおぼえること（自分で自分がいやになる
こと）がありますか。 1.0±0.0 1.3±0.5 1.2±0.4 1.7±0.8 1.6±0.7 1.3±0.6 2.2±0.8 2.2±0.7 2.0±0.7

第４因子　【対人場面における不安に関する因子】 5.2±1.0 5.3±1.2 7.0±1.7 8.0±1.5 8.4±1.7 8.6±2.2 11.1±2.1 10.8±2.7 10.4±1.5

13．あなたは、クラスや自分と同年輩の人々のグループの前でしゃ
べらなければならないとき、心配したり、不安に思ったりしま
すか。

1.3±0.5 1.3±0.5 1.5±0.5 1.7±0.6 1.7±0.7 1.9±0.8 2.9±0.6 2.7±1.2 2.3±0.9

16．人と一緒にいるとき、あなたはどんなことを話題にしたらよい
かについて困りますか。 1.2±0.4 1.3±0.5 2.0±0.9 2.4±0.7 2.6±0.6 2.6±0.8 3.1±0.9 2.9±0.6 2.9±0.6

12．あなたは、人前を気にしたり、はにかみをおぼえることがあり
ますか。 1.3±0.5 1.5±0.5 1.7±0.5 1.7±0.5 1.7±0.6 1.7±0.5 2.3±0.5 2.3±1.0 2.2±0.8

18．あなたは、初対面の人に会ったとき、時間つぶしに話をするの
が難しいですか。 1.3±0.5 1.2±0.4 1.8±0.4 2.2±0.8 2.4±0.8 2.4±0.9 2.8±0.8 2.9±0.8 3.0±0.9

合　　　　　計 33.3±3.4 34.5±7.9 37.8±7.2 45.0±4.7 46.9±5.8 44.5±5.8 61.9±3.7 61.4±6.9 54.1±4.2

Friedman 検定、多重比較（ボンフェローニの不等式による修正
　　＊：p＜ 0.05

表４．SE群別によるSE-Ⅰ形式の得点結果



－　　－18

日赤看学会誌第8巻第1号（2008）

－　　－19

時間つぶしに話をするのが難しいですか」は第４因子

を構成する項目であるが、これらの項目の得点変化に

ついても有意差はみられなかった。「対人場面におけ

る不安に関する因子」の得点が徐々に高くなることは、

学生が実習経験を通して、他者からの評価を気にし

ながらも新しい環境に適応していることや、初対面の

人に接する時の心配や不安に、ある程度自信をもって

対応できるような変化がみられるということだと考え

る。そのように考えると、この変化は実習を通しての

成長と捉えることができるのではないだろうか。しか

しこれらは有意な得点変化としてあらわれていない。

そのため今後は、学生が対人場面における対応に自信

をもち、自尊感情を高めることにつながるような教員

のかかわりについて明らかにしていくことが必要であ

ろう。

Ｂ．SE群別にみた各測定時期のSEの得点変化

　SE低群、SE中群、SE高群の３群に群別し、群毎の

SE-Ⅰ型式全体、各因子および各項目の得点変化をみ

た結果、３群ともにSE-Ⅰ型式全体の合計得点に有意

な差はみられなかったが、SE低群は１回目２回目３

回目と経過するにつれて得点は高くなる傾向がみられ

た。またSE中群の得点変化は少なく、SE高群は徐々

に得点が低くなる傾向がみられた（表４）。

　福田らは精神看護学実習前にSEが特に高かった学

生のSE得点が、実習後に低下したことについて「自

信喪失からくる自尊感情の低下などではなく実習を通

して自己を客観的に捉え受け止められた結果である」

（福田ら，2000，pp.24-26）と考察している。このこ

とから考えると、SE低群の学生が徐々に得点が高く

なる傾向や、SE高群の学生の領域実習後の得点の低

下は、ともに自己理解や自己洞察により自己をより客

観視することができるようになり、自己の価値につい

ての知覚が適切にできるようになった学生の成長の結

果ではないかと考察する。

　一般に、SEが高すぎる場合には「防衛や虚勢、現

実吟味の不足などの問題がある」（菅，1984，p.24）

といわれている。逆にSEが低くなると「劣等感・無

価値観にさいなまれ、不適応に陥る恐れがある」（遠

藤，1981，p.86）といわれており、SEを適度な水準に

保つことが重要である。これらのことから考えると、

SE低群の得点が徐々に高くなりSE高群の得点が徐々

に低くなる傾向は、好ましい変化であり、臨地実習が

SEを適度な水準に保つ過程を有するのではないかと

考える。しかしSEが高すぎる、または低すぎる学生

に対しては、不適応の症状が現れないように適切に介

入することが必要になってくる。酒井は自己教育力と

SEの関連に関する研究において、「低SE群の学生のほ

とんどが今までにくじけてもうだめだと思ったことが

あると答え、全員が教師に認められていないと答え、

SE高群の学生の回答傾向との違いがみられた」（酒井，

2000，pp.113-125）と報告している。このことからも

個々の学生の自尊感情の状態を考慮した細やかな対応

が重要であり、学生の自尊感情を適度な水準に維持す

ることにつながるようなサポートを明らかにしていく

必要があると考える。

Ⅴ．結論

　本研究では、臨地実習をおこなう看護学生の自尊感

情は適度なレベルで安定していることが望ましいとの

前提に立ち、看護学生のSEの変化の特徴を明らかに

することを目的に、臨地実習の各時期にSE測定を3回

実施し、縦断的研究をおこなった結果、以下のことが

明らかになった。

Ａ．各測定時期のSE-Ⅰ型式合計得点では、１回目基

礎看護学実習前、２回目基礎看護学実習後、３回目領

域実習後において有意差はみられなかった。

Ｂ．「他者からの評価に関する因子」は、基礎看護学

実習後の得点が基礎看護学実習前に比べて有意に高か

った。

Ｃ．「対人場面における不安に関する因子」は、各測

定時期において有意差はみられなかったが、徐々に得

点が高くなる傾向がみられた。

Ｄ．SE群別にみた各測定時期におけるSE-Ⅰ型式合計

得点では、有意差はみられなかったが、SE低群の学

生は徐々にSEが高くなる傾向がみられ、SE高群の学

生は徐々にSEが低くなる傾向がみられた。

 Ⅵ．本研究の限界

　本研究の対象者は、ひとつの看護短期大学の学生に

限定されているため、本研究の結果を一般化するには

不十分である。本研究では、看護基礎教育における臨

地実習の各時期に自尊感情を測定し、縦断的研究をお

こなったが、今後は使用する自尊感情尺度の信頼性と

妥当性の検証、ならびに測定時期・回数の検討が必要

である。また学生の自尊感情の変化は臨地実習による

ものだけとは考えられず、今後は臨地実習以外の要因

を明らかにすることや、自尊感情を適度な水準に維持

することにつながるサポートについての研究も必要と

考える。
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